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野冊は昭和 63年 11月 14-16日、京都大学・数理解析研究所て開催された研究集会「数

式処理と数学研究への応用 (第 8回)」の報告集てある。

この研究集会の話題は (1)数式処理アルゴリズムの研究、 (2)数式処理ノステムの開発、

(3)数式処理の各分野への応用、に分類するのが妥当てあり、本冊の収録論文もほぼこれら三分

野に区分される。ただし講演順に収録したのて、論文がこの順にまとまっている訳てはない。 (な

お、一構演の報告は締め切りを大幅にすきても提出されず、本鞘には収録されていない。)我が国

の数式処理研究の新しい潮流として、数値計算と数式処理をアルゴリズムレベルて融合化させよう

との試みが本署からうかがえる。これは世界に先駆けた研究てあり、今後、積極的にその発展を図

ることか望まれる。

本研究集会は昭和 55年に一松信教授 (京都大学・数理研)によって第 1回集会が組織され、

第 4回まて同教授が代表者を務められ、第 5回から筆者か代表者の役をおおせつかって、今日に至

ったものてある。最初、外国産ノステムの導入による数式処理の応用からスタートした我が国の研

究は、多数の応用研究に加えて、アルゴリズム研究て数々の成果を生み出すに至った。現状には不

満な点は多々あろうが、本研究集会が果たした役割は大きく評価されてしかるべきと考える。この

間、一松教授は一貫して数式処理の発展と普及に努力を傾庄してこられた。本研究集会がこれまて

やってこれたのも、ひとえに同教授の御尽力の賜物てある。一松教授は本年度末に京都大学を退官

される。同教授に心から感謝申し上げるとともに、筆者の独断ながら、本冊を「一松教授退官記念

号」と命名したい。

なお、一松教授の御退官にあわせて、筆者も研究代表者の役を降りさせていただくことにした。

筆者は常々、「世界に冠たる国産数式処理ノステムを開発して初めて、我が国は数式処理の分野て

世界の一流国になれる」と考えていた。役を降りるに当たっての唯一の心残りは、一流国への仲間

入りを果たせなかったことてある。

数式処理は、数学と科学技術全般に対して、その重要性をますます高めつつある。時代が昭和

から平成に変わる明年度からは、新しい代表者の下に気分一新、いよいよ数式処理を発展・普及さ

せて頂いて、研究面において世界から尊敬されるようになる日が一日も早く来ることを切に希望す

るものてある。
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